








研究目的 

昭和 58 年より始まった VMA マス・スクリーニングの精度管理も第 5回目を数え,参加数も

研究班の施設から次第に各地方自治体へと普及しはじめ,現在 51 施設に至っている。 

当初は,技術者の目を馴らすことでスタートしたが,最近になって,HPLC の導入等により技

術の向上,精度の維持,そして感度の問題等,見落しの許されない正確な解析が要求される

ようになってきた。 

当研究班として,昭和 60 年度に 2回(第 4，5回)の精度管理を実施したので,その概要を報

告する。 


